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2022年度第 3四半期業績発表 

 

エボニック、厳しい環境下で堅調な業績を達成 

 

• 製品価格の上昇により売上高が増加 

• 2022年度業績見通しを確定 

• 2023年に向け、コスト削減策を策定  

 

エボニック インダストリーズ（本社：ドイツ、エッセン 以下「エボニック」）は、景

気の減速が顕著な中、第 3 四半期において堅調な業績を達成しました。販売

量は減少したものの、製品価格の上昇により売上高は前年同期比 26%増の

48.8 億ユーロとなり、変動費の増加分をうまく補うことができました。調整後

EBITDA（支払利息・税金・減価償却費控除前利益）は 6.15 億ユーロとなり、

わずか 5%の減少にとどまりました。  

取締役会長クリスチャン・クルマン（Christian Kullmann）は、「ビジネス環境

はますます厳しくなるにもかかわらず、エボニックは今年度の通期見通しを達

成できると確信しています。同時に、来年度の景気後退に備え、準備を進めて

います」と述べています。出張や展示会の制限、外部コンサルタントの利用の

見直し、厳正な雇用などの対応策により、来年は数億ユーロ単位のコスト削減

を図る予定です。また不安定な経済情勢に向けて、この対応策は意図的に分

散して柔軟に実施されます。  

エボニックは、調整後 EBITDA を 25億ユーロから 26億ユーロの範囲とする

見通しを確定しました。本年度の売上高は 185億ユーロを見込んでいます。 

第 3 四半期のフリーキャッシュフロー（FCF）は、上半期のマイナス 1.06 億ユ

ーロから大幅に改善し、2.88 億ユーロとなりました。最高財務責任者（CFO）

のウテ・ヴォルフ（Ute Wolf）は、「フリーキャッシュフローの改善において、当

社は多くの成果をあげており、第 4 四半期はさらなる改善を見込んでいます。

目標とする FCFのコンバージョン率約30％の達成に向け、私たちは懸命に取

り組んでいます」と述べています。  

エボニックは、エネルギーミックスにより天然ガスへの依存度を低減しました。

ドイツ最大の生産拠点であるマールでは、液化石油ガスで発電できるガス火

力発電所を新設しました。同時に、拠点内の石炭火力発電所の運転許可の

期限が延長され、電力供給を確保できるようになりました。他の生産設備でも

ガス使用量を削減しています。 

また、化石燃料への依存度も低くなっています。先だって、ドイツのエネルギー

供給会社 EnBW と、洋上風力発電所「He Dreiht」の長期電力購入契約を締

結しました。エボニックは、北海に位置するこの新しい風力発電所から 100 
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メガワットのグリーン電力を 15 年間購入します。これにより、2026 年以降、

エボニックの欧州における電力需要の約 4分の 1は風力発電で賄われること

になります。両社は 11月 3日、契約の締結を行いました。 

さらにエボニックは、スペシャルティケミカルを中心にポートフォリオの見直しを

進めています。8 月には米国のベタイン事業を売却し、最近では TAA 誘導体

事業も売却しました。 

エボニックは有機的成長への投資も続けています。米アラバマ州モービルで

は、メチオニンの重要な中間体であるメチルメルカプタンを生産する新工場に

1.5 億ユーロを投じています。インディアナ州ラファイエットでは、主に医療用

mRNA に使用される医薬用脂質の新工場の建設を間もなく開始する予定で

す。スロバキアでは、バイオサーファクタントの一種であるラムノリピッドの新工

場の建設が進行中です。 

事業部門ごとの業績 

スペシャルティアディティブス：第 3 四半期の売上高は、変動費の増加と為替

のプラス効果により販売価格が大幅に上昇し 19％増の 11.1 億ユーロとなり

ました。販売量は減少しましたが、建設およびコーティング業界、再生可能エ

ネルギー向けの製品は、価格上昇によりコストの増加分を補えたことが功を奏

し、売上高は大幅に増加しました。また、主に価格上昇により、ポリウレタンフ

ォーム用および耐久消費財用の添加剤の売上も伸びました。自動車用添加

剤の販売数量はわずかに増加しました。調整後 EBITDA は 8%増の 2.43 億

ユーロとなり、厳しい時期にもかかわらず堅調な業績となりました。 

ニュートリション＆ケア：第 3 四半期の売上高は、販売価格の大幅な上昇と為

替のプラス効果もあり、14％増の 10.6 億ユーロとなりました。一方、販売量

は主に動物飼料の需要減により減少しました。ヘルスケアおよびケアソリュー

ションズ分野では、化粧品業界向けの機能性成分が引き続き好調であったた

め、売上高を伸ばしました。調整後 EBITDA は、23%減の 1.48 億ユーロとな

りました。 

スマートマテリアルズ：第 3四半期の売上高は、26％増の 12.6億ユーロとな

りました。これは販売量が安定する中で、販売価格が大幅に上昇したことと、

為替のプラス効果の恩恵を受けたことによるものです。無機製品は、変動費

の増加分を反映させて販売価格を大幅に引き上げたことにより、売上高が大

きく増加しました。ポリマー事業の売上高も、同様の理由により前年同期を著

しく上回りました。販売量は、両ユニットとも概ね安定していました。調整後

EBITDAは、前年度とほぼ同水準の 1.77億ユーロとなりました。 
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パフォーマンスマテリアルズ：第 3四半期の売上高は、販売量が減少する中、

15％増の9.03億ユーロとなりました。非常に好調だった第 2四半期に比べ、

C4 製品の状況は平準化し、価格の改善により売上高はわずかに増加しまし

た。吸水性樹脂製品の売上高は、販売価格の上昇により大幅に増加しました。

調整後 EBITDA は、製品利益率の低下により 24％減の 7400 万ユーロとな

りました。  
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エボニック・グループ：損益計算書（抜粋）       

             

  第 3四半期  1～9月期累計 

(単位：百万ユーロ)  2021  2022  増減(%)  2021  2022  増減(%) 

売上高  3,871  4,878  26  10,865  14,148  30 

調整後 EBITDA  645  615  -5  1,881  2,077  10 

調整後 EBIT  387  342  -12  1,121  1,270  13 

調整  -14  -16    -61  -68   

純金融費用  -37  -21    -98  -28   

税引前利益(継続事業)  336  305  -9  962  1,174  22 

法人税等 
 -100  -90    -300  -339   

税引後利益(継続事業)  236  215  -9  662  835  26 

税引後利益(非継続事業) 
 4  –    -6  –   

税引後利益  240  215  -10  656  835  27 

非支配持分 
 5  1    16  11   

当期純利益  235  214  -9  640  824  29 

調整後当期純利益 
 269  253  -6  762  960  26 

 
各事業部門の業績（第 3四半期） 
             

   売上  調整後 EBITDA 

(単位：百万ユーロ)  2021  2022  増減(%)  2021  2022  増減(%) 

スペシャルティアディティブス  934  1,113  19  224  243  8 

ニュートリション＆ケア  931  1,062  14  192  148  -23 

スマートマテリアルズ  1,002  1,259  26  177  177  – 

パフォーマンスマテリアルズ  784  903  15  97  74  -24 

テクノロジー＆インフラストラクチャー  204  525  157  27  35  30 

その他事業  16  16  –  -72  -62  14 

グループ全体  3,871  4,878  26  645  615  -5 
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各事業部門の業績（1～9月期累計） 
             

  売上  調整後 EBITDA 

(単位：百万ユーロ)  2021  2022  増減(%)  2021  2022  増減(%) 

スペシャルティアディティブス  2,763  3,278  19  739  758  3 

ニュートリション＆ケア  2,549  3,127  23  517  555  7 

スマートマテリアルズ  2,885  3,677  27  527  572  9 

パフォーマンスマテリアルズ  2,071  2,893  40  237  334  41 

テクノロジー＆インフラストラクチャー  553  1,124  103  82  65  -21 

その他事業  44  49  11  -221  -207  6 

グループ全体  10,865  14,148  30  1,881  2,077  10 

 

エボニック・グループの事業部門別従業員数     

     

  2021年 12月 31日  2022年 9月 30日 

スペシャルティアディティブス  3,693  3,785 

ニュートリション＆ケア  5,453  5,680 

スマートマテリアルズ  7,742  7,919 

パフォーマンスマテリアルズ  1,964  2,031 

テクノロジー＆インフラストラクチャー  8,152  8,308 

その他事業  6,000  6,113 

グループ全体  33,004  33,836 

 

 

 

 

 
エボニック インダストリーズについて  

エボニックは、100ヵ国以上で事業を展開するスペシャルティケミカルの世界的リーダーの1つです。2021

年度は、150億ユーロの売上、23.8億ユーロの営業利益（調整後EBITDA）を計上しました。  

革新的で収益性の高い持続可能なソリューションをお客様に提案するために、私たちは化学のその先を目

指します。「毎日の暮らしを豊かに」という同じ目的のもと、33,000人以上の社員が働いています。 

 

アジア・パシフィック・リージョンについて  

エボニックは、世界経済を牽引し、イノベーションの宝庫であるアジア・パシフィック・リージョンで更なるビジ

ネスの成長を目指しています。2021年度は、34.1億ユーロの売上を計上し、50以上の製造拠点で5,000

人以上の社員が働いています。 

 

免責事項                                         

このプレスリリースに記載されている見通しや期待、または将来の予測に関する記述は、既知または未知

のリスクと不確実性を含む可能性があります。実際の結果や発展は事業環境の変化により異なる場合があ

ります。エボニック インダストリーズ AG はこのリリースに含まれる見通し、期待、記述に関して、更新の義

務を負いません。 

 

（本プレスリリースは、2022年 11月 8日付で本社から発行されたプレスリリースを翻訳しています。） 

 


